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01 総務管理費

13 公害対策費

環境政策課
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地球温暖化対策事業 ゆとりある心豊かな米子

豊かな自然環境の保護と活用

人と自然が共生するまちづくり

『自然』がいきいき

0

2,400004,8000

7,2007,2009,6002,400

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

16 4,80011 需用費 都道 02 01 01 042
12 役務費 住宅用太陽光発電導入促進事業補助
15 工事請負費
18 備品購入費
19 7,200負担金補助及び交付
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大事業

中事業
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調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源
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財源内訳

部
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節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

行う。
　温室効果ガスの排出量削減について、民主党の鳩山政権は、国連総会において京都議定

（１）事業計画

化を急いでおり、地方公共団体においても早急な対応が求められているところである。
量削減は至上課題となっている。とくに民生（業務・家庭）部門において国はその対策強
値（２０２０年までに１９９０年度比２５％削減）を明言した現在、温室効果ガスの排出
書の目標値（２００８年～２０１２年で１９９０年度比６％削減）をはるかに上回る目標

べく、市民を対象に、新エネルギーの一つである太陽光発電システム設置費の一部助成を
　地球温暖化対策として、省エネルギー対策の一環である新エネルギーの導入促進を図る

　　　　
　　今年度総件数を80件（9,600,000円）とする。
　　6月補正の20件分（2,400,000円）に60件分（7,200,000円）を追加補正し、
（２）補正額
　　ムを設置する者に対し、１ｋＷ当たり３万円（上限１２万円）を補助する。　
　　自ら居住する市内の住宅等（店舗・事務所併用住宅を含む。）に太陽光発電システ

（１）財源内訳
　　　一般財源及び県支出金（１／３一般財源　２／３県支出金）
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